
11 教養課程と専門教育課程

授 業 科 目と教 育 課 程（ カリキュラム）

教養課程 幅広い分野の基礎的な教養を修得するために設けられているカリキュラムで、一般教育科目、外国語科目、保健体
育科目で構成されています。1・2年次で中心的に学習します。

専門教育課程 専門的な知識や技能を体系的に修得するために設けられているカリキュラムです。この専門知識の集大成として、
卒業論文があります（文学部では必修科目、法学部・経済学部では選択科目となります）。

22 授業科目の種類

◆	授業科目は以下に分類されます。履修する際はその違いを理解し、教育課程表（カリキュラム表）にしたがって学習
を積み重ねてください。

必修科目 ・ 必ず修得しなければならない科目です。

選択必修科目・ 
スクーリング選択必修科目

・ 設置科目の中から条件を満たすように選択して履修する必要がある科目です。
・ 各科目群の中から卒業要件を満たすように履修します。

選択科目 ・ 自由に選択して履修できる科目です。
・ 科目群の中から卒業要件を満たすように履修します。

スクーリング必修科目 ・ 必ずスクーリング学習で修得しなければならない科目です。

公開科目

・  学部学科を問わず履修できる専門教育課程の選択科目です。
・  開講科目によって履修学年が異なる場合があります。
・  8科目16単位まで卒業所要単位として履修できます（開講科目によって履修上限回数が異なる場合があり

ます）。
※ 「公開科目」の開講はスクーリングのみです。「公開科目」として開講される科目は、『法政通信』記載の

各スクーリング時間割を確認してください（主に、地方・メディア・週末・ゴールデンウィークスクーリ
ングでの開講となります）。

※ 「履修・成績通知書」における「教職専門科目」「教科専門科目」は、教員免許に関する科目の分類です。卒業所要単位には算入されません。
※ 「履修・成績通知書」における「その他専門科目」は、以前の学籍とは異なる学科に復籍・再入学した際に以前の学籍で修得した科目や資格課程科目な
どの分類です。卒業所要単位には算入されません。
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33 科目構成単位

◆	開講科目に付されている単位を「科目構成単位」といいます。原則として、「科目構成単位」を満たすように学習を
進めます。科目構成単位の充足方法については	 ▶ p.33 	を参照してください。

◆	各科目の単位は、構成単位を満たして修得するまで、原則として卒業所要単位に算入されません。

◆	原則として、科目構成単位を満たした科目は再履修できません。詳細は、教養課程および各学科の専門教育課程の教
育課程表（カリキュラム表）に併記されている注意点を確認してください。
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